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1.研究の背景
わが国の情報モラル教育に関する体系的で系統的な指導の指針として、文部科学省(以下「文
科省J)国立教育政策研究所 (2011)が作成した「情報モラル教育実践ガイダンスj1Jの中の
「情報モラル指導力リキュラムチェックリスト」が挙げられる。この中では、情報モラルとして
指導すべき 5つの項目 (1情報社会の倫理J1法の理解と遵守J1公共的なネットワーク社会の構
築J1安全への配慮J1情報セキュリティJ)から成る体系的な内容が示され、児童生徒の発達段
階に応じて小学1年から中学3年まで指導すべき内零が系統的に整理されている。情報モラルの
指導に温度差を生じさせないためにも、各学校ではこのチェックリストに基つ、いて年間指導計由
を策定し、計画に基づいて校内で組織的に授業を実施することが求められる。また、丈科省
(2017) 1小学校学習指導要領解説総則編J'Iには「情報モラルに関する指導は，道徳科や特別活
動のみで実施するものではなく、各教科等との連携や、さらに生徒指導との連携も図りながら実
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施することが重要である。」とあるように、情報モラルの授業には 1単位時間をすべて使う通常
の慢業形態のほかに、教科等の授業の中へ横断的に情報モラルの|勾容を差し挟む形態や、朝の会
や帰りの会などの短L、時間や学級活動を活用して指導する形態などがある。日本教育情報化振興
会 (2017)が作成している情報モラル教材「ネット社会の歩き方J には、通常の授業用コンテ
ンツに加えて、「朝の会」や「帰りの会」で視聴させるのに適した動画コンテンツが2016年から
公開されている。
一方で、丈科省 (2017)の「学習指導要領第1章総則J1) には「各学校においては、児童や学
校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的
な視点で組み立てていくこと、教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと、教育
課程の実胞に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなどを通
して、教育課程に基づ、き組織的かっ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと(以
下「カリキュラム・マネジメン卜」という。)に努めるものとする」とあるように、年間指導計
画の策定に当たっては、指導内零に応じて実施する教科や領域を選び、様々な授業形態を組み合
わせ、使用する教材を効果的に活用するカリキュラム・マネジメン卜の運用が重要になる。
本論では情報モラルの慢業で用いられる教材のメディアとしての要素に注目し、児童生徒に情
報モラルの課題提示を行う際に、新たなメディアとしてコミュニケーション・ロボッ卜を活用す
ることで、その教育利用の可能性を探ろうとするものである O
筆者は今まで情報モラル教材を個人的に作成したり，'i)、あるいは情報モラルの教材セッ卜を制
作する企画に参加したり 6) した経験がある。情報モラル教材にはいくつかのタイプがあるが7)、
ここで取り上げる教材とは、情報社会で起こりうる好悪の事例を提示して、その事例に潜む情報
モラルの課題を見いだして授業で話し合うことをねらいにしたいわゆる物語教材を指している。
今までの教材作りの経験から、このような情報モラル教材が完成するまでにはいくつかの段階を
経ることが分かっている。
まずテーマの設定である。この教材でどのようなことを学ばせ、どのような態度や技能を身に
付けさせるのか、最初にテーマを設定しなければならない。テーマ設定に当たっては、社会の情
報化に伴って子供ーたちを取り巻く環境が変化し、使われるメディアやコンテンツの盛衰サイクル
も短くなってきているという現状を考慮する必要がある。情報モラルのテーマ設定は根底に子供
の人格形成という「不易」の価値を追求しながら、その一方で時代の変化に柔軟に対応できる臨
機応変な「流行」が求められるのである O
具体的にテーマを設定する場合、どのようなことに留意すべきだろうか。例えば「情報の大切
さに気づく」や「情報を正しく使う」など抽象的なテーマを設定した場合、具体的な事例に落と
し込むことが難しくなり、一般的な指導に陥りやす ~ìo 一方でより現実的で具体性を帯びた課題
設定にした場合には、流行り廃りのサイクルが短いものを扱うと教材そのものの寿命を縮めるこ
とがある。例えば「学校裏サイト」ゃ「プロフ」などのテーマを取り上げても、これらのサービ
スがすでに使われなくなって、テーマ自体が陳腐化しているため現状の課題から求離してしまう
場合が考えられる。また「チェーンメール」などのように以前は問題になっていたテーマであっ
ても、↑青報環境が改善されたり、若年層がメール自体を使わなくなったりしたため現在ではあま
り問題とならないようなテーマもある。
テーマが決まれば次はそのテーマに関して、どのような問題や葛藤が生じるのかを具体的に示す
事例やプロットなどのコンテンツを構想することになる。コンテンツの作成は、子供たちに考えさ
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せたり気づかせたりするために、テーマに沿って現実的な事例に落とし込む作業を伴うものである。
しかしここでも子供たちを取り巻く情報環境がめまぐるしく変化するため、現代的なテーマであっ
ても、プロットに登場する情報機器や環境、情報サービスなどが授業時の現状とかけ離れていれば
教材として使えない場合も少なくない。事例としてのコンテンツは時代を先取りすることはできず、
教材が制作された時代の環境がタイムスタンプとなってコンテンツに刻み込まれるからである。
テーマとコンテンツが決まれば最後に、その課題を児童生徒にどのように伝えるのか、メディ
アの選択が問題になる。現代的なテーマを持ち、しかも子供たちの生活に対応したリアルなコン
テンツが用意されていても、子供たちにうまく伝わらなければ教材として使えなL、。ここでは児
草生徒の発達段階を正しく捉えて、テーマに沿って適切なメディアが選択される必要がある。た
とえば、低学年の児童に文字だけで書かれた事例を与えても、状況の成り行きゃ人物の変容を正
確に理解させることに時間が害IJかれ、課題について話し合う時聞が取れないようでは教材として
用をなさなL、。また逆に中学・高校生に対して幼稚な動物の会話で課題を考えさせようとしても
子供たちの現実から禾離して教材にリアリティーが感じられなくなってしまう。このように、コ
ンテンツを何で伝えるのかというメディアの選択が大切であり、この選択を誤るとテーマやコン
テンツはよくできているのに教育効果を上げられないことがしばしば起きてしまう。しかもメディ
アの選択は、テーマやストーリーの設定とは異なり、教材制作の企画や予算に大きく制約を受け
るものであるO 教師が教材を自作する場合を除き、メディアを自由に選択することは困難であるO
情報モラル教材の課題提示に用いられるメディアとして今まで様々なものが用いられてきた。
手軽なものとして、新聞の切り抜きやパンフレッ卜、黒f&にチョークで描かれた絵や模造紙のイ
ラスト、クイズやカルタなどがあり、これらは教師の手作りでも可能である。電子紙芝居や4コ
マ漫画などはある程度の企画や予算が必要になり、教室の情報環境もプロジェクタや大型モニタ
などが必要となる。アニメーションや実写ドラマなどは大規模な企画の元で大きな予算をかけて
制作される教材である。
今後、小学校低学年や幼児向けの情報モラル指導にも関心が集まり、それに伴って幼児向けの
情報モラル教材が求められることが予想される九従来から幼児教育で用いられてきたぺープサー
トやパペット、パネルシアターやエプロンシアターなど、の擬人的人格についても情報モラルの課
題を提示するメディアとして利用が広がるものと考えられる。
本研究では、 IoTの時代を迎えて、この疑人的人格として子供ーたちに話しかけるロボットを情
報モラルの課題提示メディアとして利用してみることにした。そしてロボットが子供たちに語り
かけて情報モラルの課題を提示した時のメディアとしての良さや問題点、児童の反応や今後の課
題などについて検討してみたL、。
2. コミュニケーション・ロボッ卜
今回の研究で用いたロボットは、(株)DMM.make ROBOTSが開発した iPalmiJillである。
介護胞設向けのコミュニケーション・ロボッ卜 iPALROJをベースに、一般家庭向きに開発さ
れたこのロボッ卜の特長は、まず全高約40cm、重量約1.8kgと小型軽量で持ち運びが零易なこと
である O そして無線LANを介してパソコンとつながり、パソコンから入力した文字列を音声に
合成して教室中に聞こえる程度の比較的大きな音量で自然に発話ができる。また、音声認識の機
能があり、「ハイ」や「イイエ」だけでなく「おはよう」や「こんにちは」など比較的複雑な言
葉も認識することができる。さらに顔認証機能があり、付属のカメラで iPalmiJの前にいる人
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物を撮影して顔の特徴を捉え、その人物が誰なのかを10人まで識別できる。そのため登録されて
いる人物が iPalmiJの視界に入ると名前で呼びかける。(図 1) 
図 1 コミュニケーション・ロボッ卜 Palmiの「ショー 卜君」
上記以外にも、インターネットに接続してニュースや天気、占いなどを伝えたり、内蔵カメラ
で写真を撮影し、登録済みのアドレスに写真ファイルを添付して送信したりすることもできる。
とりわけ iPalmiJが教育利用に適していると考えられる理由の一つに、会話や動作や音声認
識の判断などを組み合わせて簡単にプログラムが作成できることである。そこで、本体に付属し
ている「ちょっとコマンダー」というソフトを使い、ロボッ卜に情報モラルの課題を語らせるプ
ログラムを作成した。そして岐阜聖徳学園大学附属小学校の 6年生の情報モラルの授業で利用し
て、ロボットの発話による課題提示が教材のメディアとして有効であるかどうかを調査した。
3.課題提示のプログラム
iPalmiJに付属している「ちょっと Command巴rJで情報モラルの課題提示用プログラムを
作成した。
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図2 rちょっと CommanderJのプログラム作成画面
無線 LANで iPalmiJとパソコンを接続し、パソコン側から「ちょっと CommanderJを立
ち上げると、プログラム作成画面が表示される。(図 2)この画面からロボットの動作を選択し
てプログラムの内容を設定し iPalmiJに転送する。最初にしなければならないのは、「きっか
け」を設定することである。こちらからのどのような働きかけで登録したプログラムを起動させ
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るのか、あらかじめ決めておく必要がある。今回のプログラムでは「立ったら」を選択した。
iPalmiJが通電しているときに、こちらから「立って」や「立ち上がって」と声をかけると、
このプログラムが動き始める。
具体的な内容は、まず立ち上がってお辞儀をして自己紹介をする。次に、「最近困ってること
があるので聞いてくれますか」と iPalmiJ が児草に問いかける。児草が i~、いよ」と答えると
【課題1】の悩みを話し始める O 話し終わると、「意見がまとまったらいいよと言って」と話し、
児童がワークシートに課題の内存を書き込むまで岐大 5 分間待機している。児童が再び i~ì~ì よ」
と答えると iPalmiJが「次の悩みも聞いてくれますか」と質問する。さらに児童が「いいよ」
と答えると【課題2】の悩みを話し始める。このように、 iPalmiJのプログラムでは音声合成
と音声認識を組み合わせて、ロボッ卜が児童に質問し、児童がその質問に答えることでインタラ
クションを生み出しているのである。
4.調査について
(1)調査の方法
2017年 6月に岐阜聖徳学園大学附属小学校6年の 1・2組(各クラス32名)でそれぞれ3回の
授業を行った。
最初の授業では、ロボッ卜とは初対面の児童に対して名前が「ショート君」であることや、ど
のようなことができるのかを語って児童への理解を図った。またダンスを踊ったり歌を歌ったり
して児童がロボッ卜で何ができるのかを理解できるようにした。その上で、児童にアンケー卜を
行い、ロボットにどのような印象を持ったのかを調査した。
2回目の授業では、「ショー卜君」の悩みを聞いてアドバイスを考えるという学習活動を行っ
た。課題の内零によって差が出ないように、 6年生の 2クラスでそれぞれ内存を入れ替えて授業
を実胞した。(表 1)(表2) 
1組では【課題 1】 「匿名で悪口のメールが届くのでどうすればよいか」と【課題2】 「友だ
ちのブログに自分の成績や運動能力が劣っていることが書かれてしまった」の 2点をロボッ卜に
語らせた。ロボッ卜の課題提示を受けてそれぞれ児童はワークシートにアドバイスを書き込んだ。
3回目の授業では、ロボットの語り口と比較するため、教師が児童に語りかけることにした。
ショー卜君の悩みを教師が代読して紹介し、どうすればいいか児草にア卜、パイスを求めた。設定
した課題は【課題3】 「個人情報を求める不審なメールが届いた」と【課題4】 「自分の変な顔
の写真を友だちが勝手に公開した」の 2点である。 2組では、 1組と課題の内零を入れ替え、 2
時間目の授業ではロボットに【課題3】と【課題4】を語らせ、 3時間日の授業では教師が【課
題 1】と【課題2】について代読した。
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表 1 授業の進め方
|1時間目 I6年 1・2組| アンケー卜調査
6年 1組
6年 2組
6年 1組
6年 2組
課題
①メールで悪口が届く
②ブログへの悪口の書き込み
③個人情報の聞き出し
④LlNEへの変な画像の投稿
課題
③個人情報の聞き出し
④LlNEへの変な画像の投稿
①メールで悪口が届く
②ブログへの悪口の書き込み
表2 情報モラルの課題
【課題 1】何Hか前に誰が書いたのか分からないのですが、変なメッセージが届きましたO そこには、僕
の頭には妥の毛が無くてはげているとか、足が短いとか、僕の悪口が書いであるのです。だから僕も仕返
しに悪口の返事を書いてやろうかと考えています。そこでみなさんの考えを聞かせてほしいのです。僕は
どうすればいいと思いますか。考えがまとまったら、いいよと言ってくださ L、。
【課題2】友だちのサトシ有のことなんだけど、算数のテストで僕が35点を取ったことや、休育の50m走
で20秒以上だったことなんかをサトシ有に話したら、令部サトシ宥のブログにのせられましたO 恥ずかし
いのでけしてよって言ったら、だって本当のことだし、このことを乗り越えるのが大切なんだよとサトシ
有は言うのです。
【課題3】 1週間前に届いたメールのことなんです。長初に「おめでとうございます。」って書いてあっ
て送り主はよく分からないけど何かの会社みたいです。本文を読むと、 5万円のクーポン券が当たったと
書いてありましたO そして、クーポン券を送るので、住所と名前、電話喬号、それに家族が勤めている会
社名や学校名なども書いてメールを返信するように書いてありましたO 僕はどうすればいいでしょうか。
【課題4】先月、クラスの友だちとテーマパークへ行ったんです。その時みんなでいっぱい写真を版りま
した O ともや有ともて人で写真をJ長りました O でもその時、僕の顔が「へん顔」になってしまったので
「この写真は誰にも見せないで。」ってお願L、したんです。でも、ともや宥は「この写真でクラスの人気者
になれるよ。」ってラインのグループに送ってしまったんです。僕はどうすればいいでしょうか。
図3 授業の様子
( 2 )アンケー卜調査
アンケー卜調査は次の12点の質問を 1時間目の授業の最後に行った。回答は 5件法で求め、
「とてもそう思う」を 5点、「そう思う」を 4点とし、「全くそう思わない」の 1点まで点数化し
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て平均点を求めた。(各設聞の数値は平均値、 nニ64)
また、「ショート君」へのアドバイスは児童に自由にワークシートに記入させた。
表3 アンケー卜の項目と結果
アンケー卜の項目 平均点
①ショート有はしっかりしている 3.89 
②ショート有はかわいい 4.36 
③ショート有は色んなことを知っている 4.28 
④ショート有に色んなことを教えてあげたい 4.14 
⑤ショート有は岡ったときに助けてくれる 3.44 
⑥ショート有が岡ったときは守ってあげたい 3.89 
⑦ショート有は大人の人みたいだ 2.89 
⑧ショート有は友だちみたいだ 3.95 
⑨ショート有は弟みたいだ 3.00 
⑩ショート有には思ったことを話せる 3.41 
⑪ショート有の話は聞き取りにくい 2.38 
⑫これからもショー卜宥と勉強したい 4.11 
( 3 )アンケー卜調査の結果
アンケート調査の結果から、各設問の平均値を比較して、設問聞に有意差のあるもの(①と②、
⑤と⑥、⑦と⑧、⑧と⑨)を取り上げると、以下のような傾向があることがわかった。「①ショー
ト君はしっかりしている」と「②ショー卜君はかわいい」の比較 (Pく0.01) より、ショート君
はしっかりしているよりもかわいい存在である。「⑤ショー卜君は困ったときに助けてくれる」
と「⑥ショー卜君が閑ったときは守ってあげたい」の比較 (P<0.05) より、ショー卜君は助け
てくれる保護者的存在よりも助けてあげたい被保護者的存在である。「⑦ショート君は大人の人
みたいだJi⑧ショー卜君は友だちみたいだJi⑨ショート君は弟みたいだ」の比較 (Pく0.01)
よりロボットは「同年代の友だち」のような存在であることなどが示唆された。
(4)児童の助言に関する表現の違い
アンケー卜と同時に、児童に「ショート君」へのアドバイスを自由記述で書かせた。ここで書
かれた児童のアドバイスには 2種類の表現があることに気がついた。それは、 i(あなたは)0 
0した方がいい」と相手を意識して呼びかける表現と、 i(私なら)00する」とすべき行為を
客観的に述べる表現である O 表現の違いを識別する方法として、前者は(あなたは)という主語
を補って意味が通じる表現であるかどうか、後者は(私なら)と~ iう主語を補って意味が通じる
表現であるかどうかで判定した。児童のアドバイスにはどちらにも属さない表現もあるので¥
「呼びかける表現」を (A) とし、「行為を示す表現」を (C) とし、「どちらにも属さない表現」
を (B) として 3種類に分類した。表現の違いの具体例を(表4)に例示した。
表4 アドバイスにおける異なる表現の例
表現の違い 呼びかける表現 (A) どちらにも属さない (B) 行為を不す表現 (C)
. {可か言い返したほうがいい -この世には、そういう人も -ショート君の忠円を書かれ
と思う。 います。 た数よりもっと多く書き返
具体例
-短足ではなし、から気にしな -自分に自信を持つ! す。
くていいよ!! -そんなことをいう人の忠い . l'、ゃだ」とか「やめて」
-自分の気持ちを伝えるだけ ところを見つけて、 SNS と送る。
にしたらどうですか。 にあげてやろう! -誰かに相談する。
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さらに、児童は自由に記述するため、一言だけ書く子もいれば複数の丈草を書く子もいる。単
文の児童はその表現の違いを (A) (B) (C)で判別した。複数のアドバイスを書いた子のう
ちいくつかの表現が混在している場合は、 (A)と (B)では (A)に、 (C)と (B)では
(C)に、 (A)と (C)もしくは (A) (B) (C)のすべてが混在している場合は (B)に
判断して児蛍のアドバイスを (A) (B) (C)に分類した。児草の表現の違いを (A) (B) 
(C)日Ijにカウン卜して授業ごとにまとめたのが(表 5) (表 6)であるO
表5 ロボッ卜による課題提示の授業
学 級 J受 業 課題茶号 呼びかける表現
どちらにも属さない
(A) (B) 
1組 ロボット u) 12 7 
1組 ロボット ②l 9 13 
2組 ロボット ③l 11 7 
2組 ロボット ④l 5 4 
ノ仁、3 百十 37 31 
表6 教師代読による課題提示の授業
:叫子 級 授 業 課題番号
呼びかける表現 どちらにも属さない
(A) (B) 
1組 教師代読 ③ 8 b 
1組 教師代読 ④ 6 b 
2組 教師代読 ① 5 7 
2組 教師代読 ②l 9 3 
メ仁ヨ入 計 28 20 
行為を示す表現
(C) 
13 
10 
14 
23 
60 
行為を不す表現
(C) 
19 
21 
20 
20 
80 
ロボッ卜が児童に対して情報モラル上の課題を語る場合と、教師が課題を代読する場合とで¥
児童のアドバイスの表現にどのような違いがあるのかをまとめてみると、ロボッ卜が課題を語る
授業では、ロボッ卜へのアドバイスとして相手に呼びかける表現を使う児童が、教師が課題を代
読する授業に比べて多いことが分かった。ロボッ卜が語る場合と教師が語る場合とで、児草はそ
れぞれどのようにアドバイスを表現したのかを児童の自由記述内容から具体的に見ていくと、ロ
ボッ卜が自分への悪口や中傷の相談として課題を提示した場合、「気にしなくていいよ」ゃ i(もっ
と努力して)見返してやりなよ」など相手を意識した返事を書いている書き込みが全128件のア
ドバイスの中で37件あった。これに対して、教師が代読して課題提示した場合は28件であった。
これらのことから、ロボッ卜から情報モラルの課題を提示されることで、児童は相手意識を持っ
て課題解決の方法をロボットの立場に寄り添って考えることができたのではなし、かと推測できる。
5. まとめ
( 1 )考察
アンケー卜調査とワークシートの自由記述の内存から、子どもたちはロボットをかわいくて守っ
てあげたくなるような同級生の友人として促えていることが示唆された。また子供たちによるロ
ボットへの助言は、教師が代読した場合と比べて、相手を意識した呼びかけや対話的な表現が多
く見られた。通常の情報モラルの慢業では、課題を提示するために教師が主導して事例を紹介し
たり、ビデオやアニメを視聴させたりする。このような展開では、気が利く児童が教師の求めて
いる「解答」を先回りして発表したり、ワークシートに「良い意見」を書き込んだりする場合も
少なくな ~ìo 一見きれいに展開しているように見えるが、用意した教材が絵空事のように上滑り
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しているため、児草の意見が表面的なものとなり、児草が課題を追求して内面に迫ることができ
ない授業に陥ることもしばしば見受けられるO
しかしロボッ卜に対して児童は、友だちが閑っている状況に直面して助けを求めているので何
か力になりたいという切実感を感じ取っているのではないかと考えられる。実在している児童に
実際に起こったイヤな経験や危険な思い出を語らせることはできないが、ロボッ卜であれば教師
が設定した通りに語らせることは可能である O このような場合、与えられた指導資料を読み取る
のではなく、ロボットから直接相談を受けるという従来経験したことのないメディアの特性によっ
て、児童はより近い距離で課題を促えることができたのかもしれなL、。言い換えれば、ロボット
を活用することで、学宵者は自分の姿をロボッ卜に重ね合わせ、自らの感情をロボッ卜に同化さ
せて課題を促え、より切実な問題として課題に向き合うことができたのではないだろうか。人で
はない「モノ」としてのロボッ卜が、困りごとを人に相談するという実際にはありえない行為に
よって、子供たちはロボットに擬人的な人格を付与することになる。擬人的なモノは子供ーたちに
とって親しみやすい存在であり、それは他の教材でも同じように利用されている。小学校国語の
物語教材を例に取ると、低・中学年では動物や植物が語りかけたり話し合ったりする擬人的人格
がしばしば登場する。「スイミー」や「ごんぎつね」などである。彼らは人と同じように話し、
考え、悩み、相談し、行動する。しかし学年が上がるにつれて次第に人以外の動物やモノが語る
ようなことは少なくなってくる O 低学年では感情を同化して物語の世界に没入し登場人物と一体
となって悩んだり考えたりするが、高学年では物語を客体化して客観的に読み取ることが可能に
なり、発達の段階に応じて擬人的人格が必要でなくなる時代をいずれ迎えると考えられる。
また、絵本や国語の教科書に登場する疑人的な人格はいずれも挿絵やイラストなどの平面的な
ものであるが、ロボッ卜は立体的である O この点からロボッ卜の持つメディアの特性は腹話術に
近いものといえる。幼稚園や小学校などで警察官による交通安全教室が行われる際に、腹話術で
児童に注意を喚起する指導例がしばしば見受けられる。この場合は、直接児童に注意を呼びかけ
るのではなく、人形との対話を通して警察官が人形に注意する場を演出し、児童がそれらのやり
とりを観察することで交通安全の大切さを学ぶのである O 警察官と人形の組み合わせは、話芸と
しての漫才とよく似ている。「ボケ役」を人形に割り当て、人形が間違った考え方や態度を披露
した途端に警察官が「突っ込み」を入れて交通安全に関わる知識や態度を身に付けさせる構造と
なっている。ロボッ卜と腹話術を教育利用の面から比較すると、ロボッ卜では腹話術のような特
殊な技術を磨く必要がなく、場合によればロボット単独でも動作可能であり、ロボットを動かす
プログラムも共有可能で使い回しができるなどの特長がある。しかし弱点として、ロボッ卜は組
み込まれたプログラム通りに動作するため、その場の子供たちの反応を見ながらセリフや動きを
臨機応変に対応させる柔軟性は持ち合わせていなL、。いずれにせよ、腹話術の役割分担やメディ
ア特性を研究することは、学校におけるロボットの教育利用を進める際のプログラムの開発に役
立つものと思われる。
( 2 )今後の課題
今回の研究は小学6年生のクラスで行った。しかし、擬人的な人格としてのロボットの教育利
用は年齢の低い児童の方がより効果的ではなLゆ〉と考えられる。また特別支援教育でのロボッ卜
の教育利用も今後様々な利用例が考えられる。ロボットが児童や園児の仲間の一人として加わっ
て学宵課題を提示したり、疑問を投げかけたりして授業支援に参加することも想定できる。保育
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園や幼稚園、小学校低学年、特別支援教育での授業実践を通して、それぞれの教育機関でどのよ
うなロボットの活用法が有効であり、教育的効果を上げるためにどのような工夫や配慮が必要な
のかを検討することが今後の課題である。
最後に、将来の学校において教育に利用されるロボッ卜のあるべき姿を想像してみたい。教育
活動を支援するロボットとしていくつかのタイプが考えられるが、ここではまず教室に導入され
る「教室支援ロボット」を取り上げてみたい。「教室支援ロボッ卜」が担当する業務は、児童生
徒の出欠や健康管理、学習資料の提示、学習状況の把掠、採点や評価、学宵履歴の保存や分析、
教材の整理、特別教室の予約、児童の個別対応、保護者との連絡など現在の担任が一人でこなし
ている多くの業務の中でロボットが代替え可能な業務を分担し、効率的にしかも高品位に実行で
きる O それは必ずしも今回利用したロボットのように人型をしているとは限らず、現在教室で使
われている教師の校務用パソコンが進化したようなものかも知れなL、。いずれにせよ、教室を支
援するツールとして、現在の ICTの道具的利用をさらに進化させ、多様な業務をこなして多忙
感のある学級担任を支援する情報化されたツールとなることが必要になるだろう。
今回の研究では情報モラルの授業という限られた内存の、しかも限られた時間を指導しただけ
に過ぎなかったが、学習活動にロボッ卜を参加させることが可能であることが示唆された。将来、
ロボッ卜が授業の中でティーム・ティーチングのT2として、担任と共に学級での学習指導に加
わったり、図書館の読書指導に当たったり、保健室で健康管理の助手を務めたりすることができ
るかもしれな ~ìo ロボッ卜の教育利用の可能性は将来にわたって広がりを見せていると考えてよ
いだろう。
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